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「平成 20年 3月期 中間決算短信」に関する補足説明について 
 
 
当社は、平成 19年８月１日をもって株式会社オリンピアを株式交換により完全子会社と
いたしました。ただし、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企

業会計基準適用指針第 10号(最終改正平成 18 年 12月 22 日 企業会計基準委員会)）上は
逆取得に該当することになり、連結財務諸表は、当中間連結会計期間末にオリンピアが当

社を取得したものとみなし、当社の連結財務諸表はオリンピアの連結財務諸表が基準とな

ります。 
その結果、平成 19年３月期決算短信時に当社が公表した連結財務諸表数値と、当中間連
結会計期間の連結財務諸表数値との間には連続性がなくなっております。「平成 20 年３月
期 中間決算短信」に記載した連結業績予想数値は、オリンピア及び株式会社オリンピアエ
ステート（以下、「オリンピアグループ」といいます。）の通期（平成 19年４月１日から平
成 20 年３月 31 日）の連結損益計算書計上額に、当社及び当社のオリンピアグループ以外
の連結子会社（以下、「平和グループ」といいます。）の下半期（平成 19 年 10 月１日から
平成 20年３月 31日）の連結損益計算書を連結した金額となっております。（連結損益計算
書の構成につきましては、 別 紙 をご参照ください。）また、連結貸借対照表は、オリ

ンピアグループの連結貸借対照表計上額に、平和グループの連結貸借対照表を連結した金

額となっております。 
 

以 上 
 
 
 
 
 
 



 
 別 紙  

　中間決算短信において開示する範囲となります。

中間決算短信において、
「中間連結損益計算書」
として開示しています

中間決算短信におい
て、「通期連結業績予
想」として開示してい
ます

会計処理変更前の決算開示
内容（統合がなかった場合）

逆取得の会計処理後の
決算内容

みなし取得日：2007年9月30日
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オリンピアG
P/L（通期）

オリンピアＧ

P/L（上期）

平和G
P/L(上期)

平和G
P/L（通期）

平和G

P/L（下期）

オリンピアG
持分22％(上期)

オリンピアG
持分22％(通期)

平和G
P/L(上期は合算せず)

+

+

+

+
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平和G
P/L(上期は合算せず)


